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马尾松种子园松实小卷蛾的研究
’

赵锦年 陈 胜 黄 辉

(中国林业科 学研究 院亚热 带林业 研究所 ) (浙江省淳安县姥山林场)

幼共 松实小卷蛾是我国松树上严重的蛀梢
、

蛀果害虫
。

该虫在浙江省一年 4 代
,

以 蛹在枯

梢和被害果内越冬
。

本文叙述了该虫成虫的羽化规律
,

各代幼虫钻蛀嫩梢和球果的不同习 性及害

虫发生与树龄
、

其它蛀梢
,

蛀果害虫和天敌的关系
。

通过试验
,

提出了灯光诱蛾
、

打 孔注射杀虫

剂
、

早春喷洒40 % S N
一

85 1 等杀虫剂和人工采摘害果和害梢的防治措施
。

关扭词 松实小卷蛾 , 生物学 , 生态学 , 马尾松种子园
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p a tu sr, fs M ill等松树嫩梢和两年生球果
,

造成梢 弯枯拆
,

果萎籽瘪
,

是我国松产区分布广
、

侵害严重的一种梢
、

果害虫 [’J
。

1 98 7 ~ 19 9。年笔者以浙江省淳安县姥 山林场和余杭县长乐林场为试验点
,

以马尾松为主

要供试树种
,

对该虫的生物学特性及发生的生态因子作了系统的研究
。

在姥山马尾松初级种

子园开展了综合防治试验
,

为马尾松的种实生产提供有效的防治措施
。

1 形态特征

成虫 体长4
.

6 ~ 8
.

7 m m
,

翅展 12
.

1~ 1 9
。

s m m
。

体黄褐色 ; 头部黄 褐 色 ; 复 眼 储红

色
, 下唇须黄褐色

。

触角丝状
。

前翅有红褐色和银灰色斑纹
,

翅中央具一条约占翅1 / 3 的 银

灰色阔横带
,

近翅墓有3一 4条银灰色横纹
,

靠前缘近顶角处有 3 条银灰色短横纹
,

近臀角处

有一椭圆形银色斑
,

内具 3 个小黑点
。

后翅灰褐色
,

无斑纹
。

卯 椭圆形
,

长径约 0
.

8 m m
,

半透明
,

近孵化时变成樱红色
。

幼虫 体长 9
.

4一 1 5
.

0 m m
。

取食幼虫略显红色
,

老熟幼虫淡黄色
。

头部黄褐色
,

前胸

背板黄褐色
,

近后缘色深
,

呈暗褐色
。

体表光滑无斑纹
。

前胸及腹部气门略呈圆形
,

腹足 8

对
。

趾钩单序环
。

蜻 体长 6
.

0~ 10
.

5 m m
,

宽 1
.

8~ 2
.

6 爪m
,

纺锤形
。

初期黄褐色
,

近 羽化变为茶褐色
。

除臀节外
,

各腹节背面前
、

后缘上均具一列棘列
。

腹末具 3 个小齿突
。

臀刺 6 根
。

各虫态图见参考文献〔1习
。

本文于 1 9 9 0年 1 0月 1 8 口收到
。

* 巾国科学院动物研究所 刘友樵研究员鉴定学名 , 浙江 姥山 林场冯盆群
,

浙江新安江开发公司祝云祥
,

浙江 林校森保

专业毕业生王 春雷
、

狱志峰
、

扬柳青
、

陈小忠
,

林描拱
、

童红 卫和本所 刘若平参加了部 分试验
,

在此致谢
。
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2 生物学特性

2. 1 生活史

松实小卷蛾在浙江省一年 4 代
,

以蛹在枯梢和被害果内越冬
。

越冬蛹于 3 月上旬开始羽

化
。

3 月下旬始
,

第一代幼虫大多钻蛀当年嫩梢
。

5 月中旬始
,

钻蛀两年生球果
。

10 月中旬

后以蛹越冬
。

年生活史详见表 1
。

表 1 松 实 小 卷 峨 生 活 史 (浙江姥 山
,

20 5 5年)

月 份

·

一
·

一
·

一
·

一
!

一
世代

上 中 下 上 中 下

孤

上 中 下

硬 Ix 1 1

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

0 0 0

越冬代
O O

十 十

O

十

上 中 下 上 中 下 上 中 下

O O

+ + +

第一代 0 0 0 0 0

+ 十 十 十 十 十

第二代 0 0 0 0

+ + + +

第三 代 0 0 0

+ + +

第四 代
一 一 一 一 一 一 一

0 0 0 0 0

注 : 表 中
·

示卵 , 一 示幼虫 , O 示蛹 , 十示成虫
。

2
.

2 生活习性

2
.

2
。

1 成虫 室内饲育发现
,

松实小卷蛾成虫羽化时间在 4 至24 时
。

每 日间隔 Z h 的羽化频

率见图 1
。

图中显示成虫每日的羽化高峰时刻在 18 至20 时
。

此时间成 虫羽化数 (n 二 7 4 )
,

占

总羽化数的2 9
。

4 %
。

第一代成 虫羽化期
,

室内饲育没有出现明显的高峰期 (见图 2 )
。

图 2 中

显示羽化较集中的日期是 7 月12 ~ 18 日
,

累积羽化率为47
。

1 %
。

日平均羽化率为6
.

7 % (3
。

5 %

~ 9
。

3 % )
。

成虫羽化后
,

1 / 3~ 2 / 3的蛹壳露出被害果蛀孔外
。

白天成虫静伏于林下杂草灌木

枝叶丛中
。

黄昏后开始活动
,

21 时后最活跃
。

成虫具趋光习性
,

常围绕光源飞舞
,

扑灯时间

多在 21 时至23 时
。

19 8 7年在姥 山林场第一代成虫期
,

利用沈阳产园林杀虫灯
,

每夜21 至 23 时

开灯
,

平均诱蛾量为3
。

9(2 ~ 9) 头 /次
,

亦未出现明显的 日诱捕高峰期
。

成虫
一

(n = 3 0) 寿命平

均5
。

8 (4 ~ 9) 天
。

雌雄性比为1 :1
。

2
.

2
.

2 卵 室内饲养笼 内
,

卵散产于针叶及球果鳞片上
。

第一代卵历期约 12 天
。
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2
.

2
。

3 幼 虫 初龄幼虫爬行迅速
。

5 月 前
,

马尾松两年生球果尚未膨大
,

初龄幼虫 钻 蛀平

均长2 9
.

2 (17
.

0~ 4 2
.

5 )em
、

平均底径 5
.

6 (3
.

5

, ,
8

.

5) m m 的当年生嫩梢
。

蛀前先吐丝
,

并啃

食梢皮
,

剩余碎屑附于丝网上
,

旋 即 蛀 入 髓

心
。

坑道平均长7
。

1 (2
.

4 ~ 16
.

4 ) e m
,

平均 宽

为 2
.

4 (1
.

7 ~ 3
.

3) m m
。

蛀孔以上被害梢萎黄
,

呈钩状弯曲
。

5 月初马尾松球果逐渐膨大
,

部分第一代

幼虫从梢转至球果
,

从球果中
、

上部蛀入
,

蛀

孔外具流脂并粘附大量虫粪和蛀屑
。

蛀孔突成

漏斗状
。

幼虫蛀食果轴和部分种鳞
,

坑道内充

塞黄褐色虫粪和白色凝脂 [z1
。

蛀入后 3 ~ 4天
,

即萎蔫
,

成棕褐色枯果
。

姥山林场 马 尾 松 种

子园定株 (: = 1 6) 球果 (, = 8 2 8) 的标记 观 察

显示
,

第一代幼虫侵害球果的蛀害率达2 6
.

8 %
。

/ 一
、

1 10 0

(次甘粉众恤毒t牟阵公镇

50绪

�次)份恤艰令哪,饭

} }
二

}
二

Il.
二

! 认
.

!.I
10 1 , 1 4 16 1扭2 0 2 2 盆4 (时 )

图 1 成峨时羽化狈率 分布及只积羽化率 (
” 二 25 2)

被害果 ( , 二 4 5 ) 的平均纵径仅 1
.

4 2 ( 0
.

9 5 ~ 2
.

0 0 ) e m
,

平均横 径为 1
.

1 6 ( 0
.

8 9~ 1
.

8 9 ) c m
。

此期蛀害率高
,

被害果内空无一籽
,

是本种害虫侵害球果的最烈时期
。

第一代幼虫历期约 30

天
。

第 3 ~ 4 代幼虫主要钻蛀马尾松球果的种鳞
。

林间采集被害果 (n = 1 5) 测定表明
,

每头

幼虫每次平均蛀食4
.

9 ( 3 ~ 6 ) 枚种鳞
,

平均被害果种鳞总面积为9 0 9
.

3 ( 636 ~ 14 9 4) m m : ,

平

均蛀食面积为73
.

8 ( 22
.

5一2 17 ) m m
, ,

平均蛀食面积占种鳞总面积的7
.

7 % (2
.

4 % ~ 1 6
.

2 % )
。

图 3 为松实小卷蛾第 4 代幼虫蛀害马尾松球果种鳞的危害状及钻蛀方向
。

该代幼虫蛀害马尾

1 0
一 0

、

口
一

O

�次叨玲牟布阵咬过城钱

门甘
5

暇�名
(次)补协映口,性

_
子 /

6 一 2盆 2万 2 7 2 9 7
.

1 1 1 13 15 17 1 , 2 1 ( 月
.

日)

图 2 成蛾 日羽化率和皿积 日羽化率 (” = 2 2 7 )

—
日羽化率 , ·

一只积日 对化串 ,

. . 较集中羽化 日
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口 种鳞

巨习 坑道

一》 钻蛀方向

图 3 松实小卷娘幼 虫蛀害马尾松球果种撰

松球果后
,

被害果与健康果的平均纵横径差异

不明显
,

而平均籽粒数和平均千粒重
,

经统计

分析
,

前者差异显著 (t = 2. 07 5 )
,

后者差异极

显 著 (t = 3
。

2 4)
。

第 4 代幼虫蛀食球果
,

虽对

球果大小无影响
,

但严重影响种子的产量和质

量 (见表 2 )
。

幼虫具转梢
、

转果危害习性
。

据第一代幼

虫危害期受害梢
、

果的调查
,

空梢(虫已转移 )

(n = 5 5 ) 率 达 5 5
.

0 % ; 空 果 ( ” = 1 7 0 )率 达

7 6
.

6写
。

松实小卷蛾幼虫种群在林间呈不规则

的聚集分布
。

2
.

2. 4 蛹 1 一 3 代幼虫老熟后
,

在被害果中

大多斜向蛀入果轴中
,

结长 8
。

O~ 1 1
。

0 m m 的

黄白色丝茧
,

并在其中化蛹
。

室内饲育第 1 代蛹
,

平均历期为 15
.

1(1 4~ 18) 天
。

10 月中旬后
,

第 4 代老熟幼虫在害梢
、

果中化蛹越冬
。

6 年生的马尾松种子园中
,

具越冬蛹的梢
、

果数
,

分别占总梢数 (。 = 1 2 78 )
、 3 代幼虫蛀害后所剩总果数 (n 二 3 了6) 的3

.

1 %和4
.

5 %
。

表 2 策 4 代幼虫蛀容果与同期健康果比较 (姥 山
,

1 9 8 8 )

处 理 洲定果数
平均 纵径

(e m )

平均横径

(e m )
平均籽粒数

平均千粒重

(g )

健康果
4

.

0 5

( 2
.

9 0 ~ 5
.

3 5 )

2 2 6

(1
.

7 5 ~ 2
.

6 9 )

3 4
。

4

(1 9一4 9 ) (5
.

5 ~ 1 2
.

4 )

虫 害果
3

.

8 3

(2
.

7 5 ~ 5
.

0 9 )

2
。

2 6

(1
.

8 4一 2
.

8 9 )

2 7
。

8

(5 ~ 6 2 ) ( 4
.

9 ~ 10
.

2 )

3 害虫发生与生态环境的关系

3
.

1 发生与树助的关系

松实小卷蛾幼虫发生种群与寄主树龄关系密切
。

林间调查发现
, 6 年生的马 尾 松 球 果

(n == 4峨7 )的株平均蛀害率为 3 5
.

6 % (1 3
.

5 % ~ 6 5
。

5 % ) ; 16年生球果 (n = 1 4 3 1 ) 的株平 均 蛀

害率为4 7
.

9 % (3 4
。

。%~ 6 8
.

。% )
。

树龄增加
,

幼虫种群密度增大
,

球果蛀 害 率 亦 随 之增

高 15 ]
。

3
。

2 发生与天敌的关系

天敌对松实小卷蛾种群数量的变动起重要的抑制作用
。

松实小卷蛾幼虫期的被寄生率达

2 6
.

4 %
。

主要种类有
: ¹ 绒茧蜂 A Pa nt el es sP

。 ,

单寄生于寄主体内
。

蜂蛆老熟后钻出寄主

体外
,

结茧化蛹
,

茧白色
,

长圆形
,

两端钝圆
。

室内饲育蛀果期的松实小卷蛾幼虫发现
, 6

月下旬至 7 月下旬
、

8 月和 9 月中旬至 10 月中旬出现三次成蜂羽化
,

此时正值林间寄主为第

2
、

3 和 4 代幼虫期
。

成蜂期与寄主幼虫期吻合
。

成蜂大多在 6 至22 时羽化
,

以10 ~ 14 时羽化

最多
,

占总羽化数的44 , 8 % ,
成蜂寿命 2 ~ 3天

。

º 长 距茧蜂Ma cl oc 阴 t。 , sP
. ,

每头寄
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主寄生 1 ~ 8 头
。

蜂蛆老熟后
,

钻出寄主体外
,

群聚尸旁
,

各结一灰白色丝茧
。

» 茧 蜂 (学

名待定) ,

单寄生
。 7 月上旬至 8 月上旬成蜂羽化

。

成蜂寿命约 3 天[’1
。

¼姬蜂 (学名待定)
,

10 月上旬成蜂羽化
。

幼虫期单寄生
,

在寄主蛹期羽化
。

3 . 3 发生与其它蛀梢
、

果容虫的关系

马尾松林中
,

本种害虫常与油松 球果小卷蛾 ‘: a v i ra r , a ra 二a r g a r o ta , 。 ( H e i n )
、

微 红

梢斑 螟 D io 了y c t : i a r ube lla H a m Pso n 、

芽梢斑 螟 D
.

万ia i M u t u u r a e t M u n r o e 和 松

纵坑 切 梢 小 蠢 T 。二 ic : : p i石 p o r d a ( L in n .

) 先后伴 随 钻 蛀 当年生嫩梢
,

造成大量嫩梢枯

萎折断
。

这五种蛀梢害虫的主要害梢期及危害症状详见表 3 。

姥山林场马尾松种子园松实小

卷峨越冬蛹与微红梢斑螟和芽 梢斑螟越冬幼虫的种群比为
:

松实小卷蛾
: 微红梢斑螟

:
芽梢

斑螟 = 1 (n = 56 ) , 2
.

7( (n = 151 ) , 2
.

4( 。 = 137 )
。 4 月底

,

芽梢斑螟大多转害球果
。

马尾松嫩

梢上
,

松实小卷蛾第一代幼虫与微红梢斑螟和芽梢斑螟越冬幼虫种群比为
: 松实小卷蛾

:
微红

梢斑螟
:
芽梢斑螟 = 1 (n = 160) : 。

.

2 ( , 二 32) : 0
.

03 ( : = 5 )
。

本种第一代幼虫亦常与油松球果

小卷蛾和芽梢斑螟的第一代幼虫伴随侵害球果
。

长乐林场马尾松天然林中
,

松实小卷蛾与油

松球果小卷蛾幼虫种群数量比为
: 1 ( , = 105 ) : 3

. 6 ( , = 373 )
。

姥山林场马尾松天然林中
,

松

实小卷蛾与芽梢斑螟的被害果数量比为
: 1 ( , = 7 44 ) : 。

。

2 ( : 二 16 7 )
。

衰 3 松实小. 峨与它种容虫蛀摘期及危, 症状的比较

虫 容 :

害虫种类 主要蛀梢期 外 部 症 状 平均长 J

( e m )
玺¹

虫 害 梢
平均底径

( m m )

坑道平均长度

( e m )

坑道平均 宽度

( m m )

松 实

小 卷 峨

5 月下旬一 蛀孔 以上梢葵燕
,

呈钩状 29
.

2

6 月中旬 弯曲
,

蛀孔外具白色凝脂 ( 17
.

0 ~ 42
.

5 ) ( 3
.

5 ~ 8
.

5 ) ( 2
.

4~ 16
.

‘) ( 1
.

7 ~ 3
.

3)

油 松球果

小 卷 峨

4 月上旬一 蛀孔以上梢枯萎
,

呈钩状

弯曲
,

弯 梢 部 分 长 达 2
.

0一
5 月下旬 a

.

oe m ,

易风折

4
.

0 6 8 2
.

3

( 6
.

4~ 29
.

2) ( 2
.

2~ 5
.

9 ) ( 1
.

2一 15
.

7 ) ( 2
.

0 ~ ‘
.

。)

微 红 梢

斑 螟

3 月初~ 10 蛀孔 外附黄白色蛀 屑及黄

月
,
以 3 褐色粪粒

,

梢拈黄
,

始直立
,

一 6月最烈 不久折断
,

一般不弯曲

8
.

2 10
.

8

( 17
.

3~ 73
.

1) ( 6
.

0 ~ 13
.

2) ( 2
.

7 ~ 29
.

5 ) ( 1
.

。~ 5
.

2)

4 月上旬 ~

芽梢斑螟
5 月中旬

蛀害雄花梢
。

蛀 孔外具黄

白色丝盖
。

蛀孔 以上梢葵黄
,

下垂或折断
。

梢墓当年萌生细

5
.

2 4
.

7

( 6
.

2~ 21
.

心) ( 3
.

‘~ 7
.

1 ) ( 1
.

4~ 13
.

1 ) ( 1
.

2~ 3
.

0 )
梢

松 纵 坑 5 月中旬一 蛀孔外附有黄揭 色粉状蛀 3
.

2¹ 3
.

9 1
.

7 2
.

3

渭
。

蛀孔 口具白色凝脂
.
蛀梢

切梢小‘ 10 月 黄揭
,

半年后才折断 ( 1
·

3一 5
·

0 ) ( 3
·

1一5
·

1 ) ( 0
·

7一3
·

4) ( 1
·

9一 2
·

7 )

¹ 蛀孔至梢顶平均长度
。

4 防治试验

4
. 1 灯光诱杀成虫

利用成虫趋光习性
,

成虫期采用20 W 黑光灯
、

园林杀虫灯和高压杀虫电网 (浙江省江 山

县无线电厂制 )诱杀成虫
。

19 9 。年松实小卷蛾成虫期
, 5 月31日至 7 月 15 日 ,

采用高压 杀 虫



6 期 赵锦年等
:
马尾松种子园松实小卷蛾的研究

电网
,

诱杀35 天
,

逐 日检查灯下袋中击倒烧杀后的残体
,

共杀灭成虫1 64 头
,

平均4
.

7头 /天
。

因部分虫体烧成粉末或仅残存腹部
,

难以辨认
,

实际杀虫数高于此数
。

此法亦可兼杀微红梢

斑螟
、

芽梢斑螟
、

油松球果小卷蛾和松蛀果斑螟 A : sa ra hoe 。。U a R oe 叭er 等多种钻蛀马尾

松
、

湿地松
、

火炬松和晚松等种子园松树嫩梢和球果的害虫
。

4
.

2 化学杀虫荆防治
4

。

2
。

1 打孔注射 松实小卷蛾幼虫蛀梢期采用长 19 c m
、

尖头宽 O
。

5 c m 的铁斧
,

在距地约20

c m 的树干上打 3 个小孔
,

将供试药剂各 1 m l注入孔内
,

对照注以清水
,

20 天后分别剖检害

梢
,

结果详见表 4 。

表中可见
,

以 40 % S摊8 5 1 乳油注射效果较佳
,

校正死亡率为63
.

6 %
。

此法亦兼杀转蛀嫩梢的微红梢斑螟越冬代幼虫
。

裹 4 打孔注射防治松实小卷级药效试验

率)亡%死
、

(
药 剂 种 类 稀释倍数 供 试株数 供试虫数 死虫数

(姥山
,

1 9 9 0 )

校正死亡率

(%)

叮‘�匕.���691
止J怡的Q止JJ任4 0 % 氧化乐果

(杭 州农药厂 )

4 0 %
“

S N
一
8 5 1

,

(上海农药厂 )

2 0 %
“
8 3 0 2

”

(浙江化工研究所
、

浙农大研制 )

C K 清水

1 0 8 5 2

7 0 2 0

1 3 8 6 2

7 8 6 9

2 4 5 8 5

3连1 8 2

1 8 2 6 4

:: : ;:::

:; ::
6 5

。

7

5 9
。

8

5 7
。

2

4 吕
。

3

XXXXXXn.n�八U八Un�八甘‘
工丹J,占的舀
.
1的曰

1 3 2 0
.

3

4
.

2
。

2 喷梢防 治 马尾松种子园 3 月上旬前
,

采用40 %
“

SN--
8 5户乳油或

“

83 睑
”

乳油各5 0Q

倍液喷梢
,

经试验
,

杀蛹率达8 3
.

3 %以上
。

早春微红梢斑螟等越冬代幼虫均居枯梢中
,

尚未转

蛀嫩梢
,

对上述药剂抗性较低
,

且此时绒茧蜂
、

长距茧蜂等天敌均在寄主体内
,

尚未 羽 化
,

喷药对其影响较小
,

用此法可防治多种蛀梢害虫
。

4
.

2
.

3 人工采摘 虫 害果 6 年生左右的马尾松种子园
,

_

松实小卷蛾第一代幼 虫蛀 果 期
,

可

于 5 月底前采摘黄褐色的虫害果
。

姥 山林场马尾松种子园 5 月中下旬
,

一人五天 共摘 蛀 果

4 07 5个
,

置于高 40 c m
、

直径 20 c m 的两只玻璃圆筒中
,

上盖8 0目铁沙罩
,

天敌羽化飞出
,

至 6 月底检查
,

发现死蛾20 5头
。

6 年生以上马尾松种子园结合秋冬采收种实时
,

应将害果
、

害梢一并采摘处理
,

可降低越冬蛹基数
,

有效地控制害虫的发生
。

参 考 文 献

口1 中国林业科学研究院
,

拍昭
,

中国森林 昆虫
,

中国林业 出版社
,

59 3 ~ 59 5
。

[2 〕赵锦年等
,

19 85
,

球果害虫对湿地松球果发育 的影响
,

林业科学研究
,

1 ( 4 )
:
4 5 3 ~ 4 5 5

。

[3 〕张润志等
,
1 9 9 0

,

辽宁兴城油松种子园球果害虫的研究
,

北京林业大 学学报
,
1 2( 1 )

:

41 ~ 4 80

〔4 〕赵锦年等
,

1 99 0
,

两种松梢斑螟 的重要天敌
—

长距茧蜂
,

昆虫天敌
,

1 2 ( 4 ) : 1 64 ~ 1 6 6
。



66 8 林 业 科 学 研 究 4 特

A S tu d 夕 0 0 P e tr o v a e r‘s ta ta ‘n M
a s so n P fn e

S e e d O r eha r d

Zha o Jin n ia n

(T 丙e R 君s e a r e h l 。 : r‘to te o
f

Che n Sh e刀g

s . 6 tr o p ‘e a l F 叶
e sr r , C刁F )

H u a n g H u i

L a o sa 。 F o r e : t F o r州 o
f C h。。 a o C o . o t夕

,

Z h 。jI’
。。夕 P r o 。‘。 c e )

A加trac t P et ; o v a c r i: ta ra W a ls in g h a m 15 a n im po r ta n t in 3 e e t Pe s t w h ieh

d a m a g e d e o n e s a n d 3 h o o ts o f P i刀赵5 fn a s s o n ia n a in C hin a
.

T h is Pa Pe r d e a ls

w ith the s tu d y o n its b io n o m ie s a n d e o n t r o l m e a s u r e s w h ie h w a s e o n d u e t e d

d u r in g 1 9 5 7~ 1 9 9 0 in Z hejia n g Pr o v in c e
.

T h e in s e e t h a s 4 g e n e r a t io n s a

ye a r in Ch u n a n
Co

u n ty
,

Z h ejia n g Pr o v in e e
.

Pu Pa o v e r w in t e r in d a m a g e d

sho o t 3 a n d e o n e s
。

D a ily e e lo sio n fr e q u e n ey a n d e u m u la t iv e a d u lts o f P
-

c r ista ra w e r e o bs e r v e d
.

T his PaP
e r d e s e r ib e 3 the e co lo g ie a l r e la tio n sh iPs

b e tw e e n o c e u r r e n e e o f th e in s e c t a n d a g e o f s ta n d
, n a t u r a l e n e m y a n d

o the r in s e c t Pe s t 3 o f bo r in g e o n e s a n d sho o ts
.

T he effe e tiv e m e a s u r e s to e o n t ro l th i3 Pe st a r e b la ek lig h t t r aP
, sPr a

-

y in g the in s e e t ie id e s o f SN 一5 5 1 in e a r ly sP r in g a n d p u n c h
一

in je c t io n o f s从
8 5 1

。

K ey w o r ds 几 tr o v a c r fs ta ta W a lsin g ha m ; b io n o m ie s : e e o lo g y ; M a阴o n

P in e ; se e d o rc ha r d


